
新ひだか町ハウス団地産ミニトマトの美味しさ評価

目的
本共同研究は、北海道科学大学「第3期中期事業計画」および新ひだか町「第2次総合計画」・「北海道科学
大学との連携協定に基づく共同研究事業計画」に関連し、新ひだか町の特産物であるミニトマトの美味しさを評
価することで、地産のミニトマトに対してライフサイエンス的な価値を創造することを目的とする。得られた調査・実
験結果をもとに、地域ブランド力向上とシェア拡大・製品共同開発等への波及に向けた施策を立案･実践する。

研究担当
北海道科学大学 北の大地ライフサイエンス創生研究所（CRILS）、新ひだか町 総務部企画課・産業建設部農政課

研究の進捗
初年度（2024年度）の研究では、新ひだか町ハウス団地にてミニトマト（品種：キャロル10）を栽培した。種類の異なる幾つかの堆肥
を用いて栽培したミニトマトについて、成分分析や官能評価を実施したところ、馬糞堆肥で栽培したミニトマトは総じて美味しいとの
結論が得られた。ハウス団地の栽培環境下においては、馬糞堆肥で栽培することに安定感が得られたので、二年度目（2025年
度）以降は、ハウス団地でのミニトマト栽培は馬糞堆肥を用いて行うこととした。
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最新の研究成果
二年度目（2025年度）の研究では、新ひだか町ハウス団地産ミニトマトと他産地品（いずれも6月収穫）を比較し、以下の成果を得た。

重量（g/粒）

新ひだか町ハウス団地産 12.1 ± 2.0

道内A町産 10.1 ± 1.4

道内B市産 11.3 ± 1.1

品種は、いずれもキャロル10である。
データは、平均値±標準偏差で示す（n＝100）。

(1) 1粒あたりの重量

分析項目 SH A B

ビタミンA（μg/100 g） 60 60 51

総ビタミンC（mg/100 g） 36 33 34

リコピン（mg/100 g） 6.39 8.50 6.97

糖度(Brix糖度) 7.7 7.2 6.9

果糖（g/100 g） 2.75 2.53 2.47

ブドウ糖（g/100 g） 2.64 2.34 2.24

クエン酸（g/100 g） 0.67 0.51 0.57

グルタミン酸（mg/100 g） 231 287 190

γ-アミノ酪酸（GABA）（mg/100 g） 64 46 36

（2) 成分分析

→ ハウス団地産は、他産地品よりやや大きめである。

→ ハウス団地産は、GABA、糖やクエン酸などの
成分量が他産地品に比べて多めである。

(3) 官能評価

新ひだか町ハウス団地産ミニトマトは、大きさ、歯応えやジューシー感、トマトらしい風味、酸味や旨味、そして成分量が

他産地品に比べて優位であり、甘味はやや弱いものの、総じて好ましく「美味しい」と結論づけるものである。

SH: 新ひだか町ハウス団地産, A: 道内A町産, B: 道内B市産
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官能評価有資格者10名が新ひだか町ハウス団地産ミニトマトおよび他産地品を3個ずつ喫食し、外果皮のハリ、ジューシー感、甘味、酸味、旨味、
トマトらしい風味を他産地品を基準（スコア0）として7段階で相対評価（-3: 非常に弱い、-2: 弱い、-1: やや弱い、0: 他産地品と同等、1: やや強

い、2: 強い、3: 非常に強い）し、その平均値を下図にまとめた。また、総合的にどちらが好ましかったか、嗜好性の回答を得た。

嗜好性

道内A町産との比較

新ひだか町ハウス団地産が好み 7名

道内A町産が好み 2名

同等 1名

道内B市産との比較

新ひだか町ハウス団地産が好み 6名

道内B市産が好み 4名


